
56

ロンドン2012大会─
文化プログラムの全国展開は
どのように行われたのか
吉本光宏（ニッセイ基礎研究所 研究理事）　協力：ブリティッシュ・カウンシル

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会（
以
下
、
東
京
2
0
2
0
大
会
）の
開

催
ま
で
4
年
余
り
と
な
っ
た
。
今
年
夏
の
リ
オ
大

会
終
了
後
に
は
、
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト

す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
ス
ポ
ー
ツ
ば
か
り
か
文
化
の

祭
典
で
も
あ
る
こ
と
は
、
徐
々
に
認
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
前
回
の
ロ
ン
ド
ン
2
0
1
2
大

会
で
は
、
英
国
全
土
で
か
つ
て
な
い
規
模
の
文
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
た
。
東
京
2
0
2
0
大

会
で
は
、
そ
れ
を
上
回
る
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
全

国
で
実
施
し
よ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
今
回
の
海
外
ス
タ
デ
ィ
で
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
文
化
の
関
係
や
歴
史
を
概
観
し
た
上

で
、
ロ
ン
ド
ン
2
0
1
2
大
会
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
全
体
像
を
把
握
。
そ
の
後
、
地
方
都
市
の

開
催
例
と
し
て
ウ
ェ
ス
ト
・
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
と
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
実
施
状
況
、
成
果
な
ど
を
ま
と

め
、
最
後
に
、
東
京
2
0
2
0
大
会
に
向
け
て
、

ロ
ン
ド
ン
2
0
1
2
大
会
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

成
功
の
ポ
イ
ン
ト
や
留
意
点
を
整
理
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
文
化

“T
he O

lym
pics is the w

edding of sport 
and art

”近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
祖
ク
ー
ベ
ル
タ

ン
男
爵（
1
8
6
3
〜
1
9
3
7
）
の
残
し
た
言

葉
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
彼
は
、
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化

の
融
合
を
重
視
し
て
い
た
。
そ
れ
は
現
在
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

ま
ず
、オ
リ
ン
ピ
ズ
ム
の
根
本
原
則
の
1
に「
オ

リ
ン
ピ
ズ
ム
は
ス
ポ
ー
ツ
を
文
化
、
教
育
と
融
合

さ
せ
、
生
き
方
の
創
造
を
探
求
す
る
も
の
で
あ
る
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
の
章
で
は「
組
織
委
員
会
は
少
な
く
と

も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
村
の
開
村
か
ら
閉
村
ま
で
の
期

間
、
文
化
イ
ベ
ン
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
催
す
も
の

と
す
る
」と
さ
れ
て
い
る
（
＊
1
）。

実
際
、
今
か
ら
1
0
0
年
以
上
前
、
1
9
1
2

年
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
会
か
ら
文
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
行
わ
れ
て
き
た
。
当
時
は
、
絵
画
、
彫
刻
、

建
築
、
音
楽
、
文
学
の
5
分
野
の
芸
術
競
技
と
し

て
実
施
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
同
様
、
優
秀
作
品
に
メ

ダ
ル
が
授
与
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
形
は
47
年
ロ
ン

ド
ン
大
会
ま
で
続
い
た
が
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
規
定

が
プ
ロ
の
芸
術
家
参
加
の
妨
げ
に
な
っ
た
こ
と
、

受
賞
の
大
半
が
欧
米
の
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

52
年
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
会
で
は
芸
術
で
競
い
合
う
と

い
う
形
式
が
見
直
さ
れ
、
同
じ
5
分
野
で
芸
術
展

示
が
行
わ
れ
た
。

54
年
、
I
O
C
総
会
で「
芸
術
展
示
」
が
正
式

に
承
認
さ
れ
、
56
年
メ
ル
ボ
ル
ン
大
会
以
降
、
88

年
ソ
ウ
ル
大
会
ま
で
そ
の
形
が
続
い
た
。
展
覧
会

だ
け
で
な
く
、
音
楽
や
演
劇
、
ダ
ン
ス
等
の
公
演

も
行
わ
れ
、
名
称
も
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
文

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
。
芸
術
競

技
が
国
際
的
だ
っ
た
の
に
対
し
、
自
国
文
化
の
ア

ピ
ー
ル
を
重
視
し
た
大
会
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

64
年
の
東
京
大
会
で
は
、
細
川
護
立
を
委
員
長

に
芸
術
展
示
委
員
会
を
設
置
、
日
本
固
有
の
芸
術

に
限
定
す
る
こ
と
、
主
題
を
ス
ポ
ー
ツ
に
限
定
し

な
い
こ
と
、
海
外
の
芸
術
家
に
参
加
を
要
請
し
な

い
こ
と
が
原
則
と
な
っ
た
。「
日
本
最
高
の
芸
術

品
を
紹
介
す
る
」と
い
う
基
本
方
針
の
下
、
美
術

と
芸
能
の
2
部
門
10
分
野
で
さ
ま
ざ
ま
な
展
覧
会

や
公
演
が
行
わ
れ
た（
＊
2
）。
東
京
国
立
博
物
館
で

開
催
さ
れ
た「
日
本
古
美
術
展
」に
は
、
鳥
獣
人
物

戯
画
、
源
氏
物
語
絵
巻
な
ど
国
宝
1
5
4
点
を
含

む
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
建
築
、
書
道
の
8
7
7

点
が
展
示
さ
れ
40
万
人
が
来
場
し
た
。

次
の
68
年
メ
キ
シ
コ
大
会
は「
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・

オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
」
と
称
し
、
五
大
陸
バ
レ
エ
の

公
演
を
皮
切
り
に
、
約
1
年
間
に
わ
た
る
文
化
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
。
84
年
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
で

は
10
週
間
の「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」（
＊
3
）
を
実
施
し
た
。
88
年
ソ
ウ
ル
大

会
で
は「
ソ
ウ
ル
五
輪
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」と

し
て
、
五
輪
開
催
の
約
1
カ
月
前
か
ら
50
日
間
、

ソ
ウ
ル
市
の
文
化
施
設
を
中
心
に
、
各
種
公
演
や

展
覧
会
を
実
施
。
聖
火
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
た
21
都

市
で
も
文
化
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
が
図
ら
れ
た

の
が
92
年
バ
ル
セ
ロ
ナ
大
会
だ
。
ソ
ウ
ル
大
会
終

了
の
88
年
か
ら「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
道
」
と
題

し
た
4
年
間
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
。
以
降

複
数
年
の
実
施
が
定
着
し
、
96
年
ア
ト
ラ
ン
タ
、

2
0
0
0
年
シ
ド
ニ
ー
、
04
年
ア
テ
ネ
と
も
約
3

年
間
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
た
。
08
年

北
京
大
会
で
は
、
ア
テ
ネ
大
会
開
催
前
の
03
年
か

ら
6
年
間
、
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
た
。

い
ず
れ
の
大
会
も
、
各
年
に
テ
ー
マ
を
設
定
し

た
の
が
特
徴
で
、
聖
火
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
る
都
市

な
ど
で
も
文
化
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。04
年
ア
テ
ネ
大
会
か
ら
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
が
共
同
で
運
営
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す
る
よ
う
に
な
り
、
同
大
会
で
は
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
関
連
す
る
特
別
な
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施

さ
れ
た
。
08
年
北
京
大
会
で
は
、
一
部
の
文
化
事

業
が
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
時
ま
で
続
い
た
。

こ
う
し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
歴
史
を
変
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
の
が
、
ロ
ン

ド
ン
2
0
1
2
大
会
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
2
0
1
2
大
会

文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
体
像

ロ
ン
ド
ン
2
0
1
2
大
会
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
08
年
北
京
大
会
終
了
後
に
始
ま
り
、
12
年
9
月

ま
で
4
年
間
実
施
さ
れ
、
参
加
者
数
は
4
3
4
0

万
人
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
だ
っ
た［
図
表
1
］（
＊
4
）。

4
年
間
の
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド

は
、
英
国
の
誰
も
が
ロ
ン
ド
ン
2
0
1
2
大
会
に

参
加
す
る
機
会
を
提
供
し
、
あ
ら
ゆ
る
文
化
を
通

し
て
、
特
に
若
者
た
ち
の
創
造
性
を
刺
激
す
る
よ

う
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
。
サ
ッ
カ
ー
の
予
選
な
ど
の

一
部
を
除
い
て
競
技
は
ロ
ン
ド
ン
市
内
で
行
わ
れ

る
た
め
、
英
国
民
の
誰
も
が
ロ
ン
ド
ン
五
輪
に
参

加
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
文
化
で
提
供
す
る
、
と
い
う

の
が
大
き
な
狙
い
だ
っ
た
。
そ
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
と

し
て
、
12
年
夏
に
は
12
週
間
に
わ
た
っ
て
ロ
ン
ド

ン
2
0
1
2
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
以
下
、
2
0
1
2

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）が
開
催
さ
れ
た
。

小
さ
な
市
町
村
も
含
め
、
英
国
全
土
1
0
0
0

カ
所
以
上
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
、
文
化
施
設
よ
り

も
、
公
園
や
通
り
、
広
場
、
歴
史
的
建
造
物
、
自

然
景
勝
地
な
ど
屋
外
で
開
催
さ
れ
た
無
料
の
も

の
が
多
か
っ
た
こ
と
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
参
加
し
た

2
0
4
の
す
べ
て
の
国
や
地
域
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
が
参
加
し
た
こ
と
、
膨
大
な
数
の
新
作
委
嘱
や

初
演
が
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
が
大
き
な
特
徴
だ
。

そ
こ
か
ら
は
、
英
国
の
文
化
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

だ
け
で
な
く
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
機
会
に
世

界
中
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
チ
ャ
ン
ス
を
提
供
し
よ

う
と
い
う
姿
勢
が
見
え
て
く
る
。
無
料
イ
ベ
ン
ト

が
多
か
っ
た
の
は
、
普
段
、
芸
術
や
文
化
と
は
縁

遠
い
人
々
も
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
層
に
芸
術
に
ふ
れ

る
機
会
を
提
供
し
よ
う
、
と
い
う
意
図
か
ら
だ
。

カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
も
2
0
1
2

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
、ロ
ン
ド
ン
市
以
外
を
11
の
地

域
に
分
け
て
全
国
展
開
さ
れ
た［
図
表
2
］（
＊
5
）。

◎
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
成

文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
2
0
1
2
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
含
ま
れ
る
も
の
と
そ
う
で
は
な
い
も
の
に

分
け
ら
れ
る
。
前
者
は
後
述
の
芸
術
監
督
に
よ
っ

て
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
て
い
る
が
、
後
者
に
は

公
募
型
や
参
加
型
な
ど
多
種
多
様
な
も
の
が
含
ま

れ
て
い
る
。
主
要
な
も
の
を
立
ち
上
げ
時
期
の
順

に
記
述
し
、［
図
表
3
］に
整
理
し
て
み
た
。

ま
ず
、
08
年
に
は
、
全
国
展
開
を
視
野
に
入

れ
、
イ
ン
ス
パ
イ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
オ
ー
プ
ン
・

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
と
い
う
2
つ
の
公
募
・
参
加
型

の
事
業
が
ス
タ
ー
ト
。
そ
れ
に
加
え
、
8
つ
の
メ

ジ
ャ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。

翌
09
年
に
は
、
レ
ガ
シ
ー
ト
ラ
ス
ト
U
K
が

資
金
提
供
し
た
12
の
地
域
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発

表
（
＊
6
）。
英
国
テ
レ
コ
ム
と
英
国
石
油
が
筆
頭

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
ロ
ー
ド
・
ト
ゥ
・

2
0
1
2
、オ
ー
プ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
を
支
援

し
た
ほ
か
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
宝
く
じ
か
ら
も
資
金

提
供
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

10
年
に
ロ
イ
ヤ
ル
・
オ
ペ
ラ
・
ハ
ウ
ス
理
事
長
の

ト
ニ
ー
・
ホ
ー
ル
氏
を
長
と
す
る
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・

オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
・
ボ
ー
ド
が
正
式
に
発
足
し
、
芸

術
監
督
に
ル
ー
ス
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
氏
が
任
命
さ
れ

て
、
2
0
1
2
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
企
画
と
実
施

コ
ン
セ
プ
ト
が
策
定
さ
れ
た
。
12
年
1
月
か
ら
は
、

文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
数
多
く
の
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
、
6
月
21
日

図表1　ロンドン2012大会の文化プログラムの概要

4,270
917,584

3,021
203,396

3,071
2,420,656

6,902
1,558,247

13,516
2,896,074

10,320
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◎複数地域にまたがる事業

12,876
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◎英国全土で行われた事業

4,454
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East of England
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Yorkshire

資料：Institute of Cultural Capital「London 2012 Cultural Olympiad Evaluation Final Report」（2013
年4月）に基づいて作成
注：件数は事業数・イベント数ではなく「activity」の数で、教育プログラムやトレーニング、市民参加など
の事業も含まれており、展覧会は開催日数でカウントされている。参加者数（public engagement）には、
無料の観客や入場者、参加型事業の市民参加者やボランティアの数も含まれている。なお、この図の数
字にはインスパイア・プログラムの大半とオープン・ウィークエンドは含まれていない。

会期 カルチュラル・オリンピアード
2008年9月28日〜2012年9月9日（4年間）
ロンドン2012フェスティバル
2012年6月21日〜9月9日（12週間）

参加者数 4,340万人（内無料イベント参加者数3,980万人、ロンドン以外
の参加者2,580万人）

アーティスト アスリートと同じ204の国と地域から4万464名が参加（内ロン
ドン2012フェスティバル2万5,000名、6,160名が新進アーティ
スト、806名が障がいのあるアーティスト）

新作委嘱 5,370作品（内ロンドン2012フェスティバル2,127作品）

会場 英国全土1,000カ所以上で開催（劇場や美術館、博物館などの
文化施設だけではなく、歴史的建造物や公園、広場、大通り、
自然景勝地など屋外で数多くの文化事業を実施）

メディアへの
露出

BBCでの放送165時間、英国内の新聞報道5,700件、海外メデ
ィア38カ国364件

図表2　ロンドン2012大会の文化プログラムの地域別実施状況

資料：Arts Council England and LOCOG「Reflections on the Cultural Olympiad and London 2012 
Festival」（2013年4月）に基づいて作成
注：インスパイア・プログラムの大半とオープン・ウィークエンドは含まれていない。

＊4	 後述のインスパイア・プログラムやオープン・ウィークエンドの参加者は含まれていない。
＊5	 厳密にはロンドンを含むイングランドの9地域と、スコットランド、ウェールズ、北アイルランドの3カ国であるが、本レポートでは国も含め「地域」と表記した。
＊6	 レガシートラストUKは、ロンドン2012大会のレガシーとなるような文化、スポーツ活動を支援することを目的に2007年にビッグ宝くじ基金（2,900万ポンド）、文化・メディア・スポー

ツ省（600万ポンド）、アーツカウンシル・イングランド（500万ポンド）の計4,000万ポンド（約68億円）の基金で創設された助成機関。オリンピック・パラリンピックの価値やビジョンに
基づいて、文化とスポーツ、教育を連携させることを目標としたが、実際に支援したのは文化事業が中心だったようだ。
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＊7	 インスパイア・プログラムの中にもフェスティバルに含まれたものがある一方で、メジャー・プロジェクトでもフェスティバルに含まれなかったものがある。また、8つのメジャー・プロジ
ェクトのすべてが12地域で実施されたわけではない。
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図表3　ロンドン2012大会の主要な文化プログラムの概要
プログラム名・枠組み プログラムの概要

2008年にスタートしたプログラム

BP Open Weekend 2008年から11年まで年1回のカウントダウン・プロジェクトとして英国全土で実施。毎
年7月下旬の週末の3日間に文化とスポーツを結びつけたさまざまな催しが行われ、4年
間で3,663件のイベントに340万人が参加した。BP（英国石油）の支援は2009年から。

Inspire Programme 2012年ロンドン大会とスポーツ、教育、文化活動を関連づける「Inspire by 2012」のロ
ゴを付与する認定プログラム。09〜12年に564の文化プロジェクトが認定を受けて実
施された。

8
つ
の
メ
ジ
ャ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Stories of the World 英国内の博物館のコレクションを活用し、14歳から22歳までの青少年とともに世界と
英国の関係を表すストーリーを作成、展覧会やイベント、ワークショップ等を実施。ア
ジア、アフリカ、南米等、多様な文化的背景をもつ青少年がキュレーターとして参加。

Somewhereto_ スポーツ、芸術、文化に情熱を持つ16歳から25歳までの青少年を対象に、その情熱を
形にするための場や機会、ネットワークを提供するプログラム。

Film Nation 青少年を対象に、現代社会を反映する映画の制作機会を提供するプログラム。

Discovering Places 知名度の高くない英国の自然遺産や環境を「発見」するプロジェクト。

Artists Taking the 
Lead

カルチュラル・オリンピアードに相応しい「ビック・アイデア」をアーティストのプレゼン
テーションによって選出。全英12の地域が各々パブリックアート・プロジェクトを委嘱
し、展開した。

UNLIMITED 障がいをもつアーティストの創作を促す大規模なプロジェクト。29の芸術家・芸術団体
に委嘱し、英国全土で大規模に展開され、2012年にはサウスバンク・センターでフェス
ティバルが行われた。ロンドン2012大会のレガシーとして、現在も継続されている。

World Shakespeare 
Festival

シェイクスピアを世界に向けてアピールし、英国と海外の劇団との交流やコラボレーシ
ョンを促すフェスティバルを開催。ロンドンのグローブ座で開催された「グローブ・トゥ・
グローブ」では、全37の戯曲を37カ国の劇団が37の異なる言語で上演した。

Sounds 国際的な6つのプロジェクトの総称。毎年夏に開催される世界最大級のクラシック音
楽のフェスティバル「BBC Proms」やロンドン東部で開催されるポップ音楽のフェステ
ィバル「BBC Hackney Weekend」等、多数のコンサートやイベントを開催。

2009年にスタートしたプログラム

レ
ガ
シ
ー
ト
ラ
ス
ト
U
K
が

資
金
提
供
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

Community 
Celebrations

4地域で大規模なプロジェクトを展開（スコットランド：スピード・オブ・ライト、北アイ
ルランド：ランド・オブ・ジャイアンツ、イースト・ミッドランズ：ゲームズ・タイム、サウス・
ウエスト：ツリー・オブ・ライト）。

National 
Programmes

テート・ムービー（5〜11歳の子どもたち数千人がデジタル・フィルムを創作）とSome 
whereto_（上記8つのメジャー・プロジェクトのひとつ）の2つの主要プロジェクトを中
心に全英で展開。

Regional Programme 12の地域ごとのプログラム。ウエスト・ミッドランズではコミュニティ・ゲームズとダン
シング・フォー・ザ・ゲームズが、スコットランドでは文化、スポーツ、ボランティア、教育
を結びつけるスコティッシュ・プロジェクトがそれぞれ実施された。

BT Road to 2012 筆頭パートナーのひとつ英国テレコムが支援したナショナル・ポートレート・ギャラリー
のプロジェクト。著名なアスリートやロンドン2012大会の実現に尽力した人々を国際
的な写真家が撮影し、ウェブ上に写真や映像、インタビューなどを掲載。2012年に展
覧会を開催。

2012年に実施したプログラム

Countdown 1月からフェスティバルの始まる6月まで、英国各地でさまざまなカウントダウン・プロジ
ェクトが文化プログラムとして実施された。

London 2012 Festival
（2010年に実施を発表）

6月21日から12週間、一生に一度きり（Once in a lifetime）をスローガンに全英で展
開された大規模な芸術祭。8つのメジャー・プロジェクトやレガシートラストUKが資金
提供を行った主要なプロジェクトも多くがこのフェスティバルの事業として実施された
ほか、インスパイア・プログラムの中にもフェスティバルの事業に位置づけられたもの
がある。

ロンドン市の主なプログラム ロンドン市は「A Summer Like No Other（どこにもない夏）」と題し、ロンドン2012フ
ェスティバルの一環としてさまざまな野心的な事業を実施した。ピカデリーサーカスを
1945年の戦勝パレード以来初となる通行止めにし、一日中街中でサーカスを展開した
「ピカデリー・サーカス・サーカス」、ロンドン市庁舎のガラス張りの外壁やテムズ川の
観覧車ロンドン・アイのスポークを使った野外パフォーマンス「One Extraordinary 
Day（ある特別な日）」、ロンドン市内の著名な21体の彫像に、有名なデザイナーが製作
した帽子を被せたプロジェクト「Hatwalk（帽子散歩）」などが話題となった。

資料：各種資料、WEB掲載情報等に基づいて作成

図表4　ロンドン2012大会の文化プログラムの実施体制

各地域の文化チーム（12地域、各4～5名）
ロンドン市、アーツカウンシル・イングランド（８地域）、クリエイティブ・スコットランド、

アーツカウンシル・ウェールズ、アーツカウンシル・北アイルランド

組織委員会（ブランド・マーケティング・カルチャー部局）

カルチュラル・オリンピアード・ボード
（理事長のトニー・ホールなど英国を代表する文化関係者、

アーツカウンシル・イングランドCE、ロンドン市文化担当副市長など15名）

資金提供団体
アーツカウンシル・イングラ
ンド、オリンピック宝くじ、レ
ガシートラストUK

筆頭パートナー
英国石油、英国テレコム

カルチュラル・オリンピアード・アンド・ロンドン2012フェスティバル・チーム
（各分野の専門家、芸術監督、ロンドン市文化部長、各地域のクリエイティブ・プログラマーなど約70名）

事業パートナー（Delivery Partners）
全英の文化施設、芸術機関、文化団体、市民団体等（ロンドン2012フェスティバルの事業パートナーは約240団体）

注：クリエイティブ・プログラマーは各地域の文化チームに属するが、カルチュラル・オリンピアード・アンド・ロンドン2012フェスティバル・チームにも名前が
記されており、そのチームの重要な一員と考えられていた。どこまでを組織委員会内の組織と位置づけるかについては、不明確な部分が多い。
資料：London 2012 Festival Official Guideおよび関係者への取材に基づいて作成
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図表5　ロンドン2012文化プログラムの財源と支出（億円）

注：組織委員会、アーツカウンシル・イングランド、レガシートラストUK、ロンドン市のいずれかを経由して資金提
供が行われた事業のみを対象とした金額で、実際には、これ以外にも各事業の事業パートナーや地方自治体等か
らも相当の資金が投入された。
＊イングランド以外のアーツカウンシルは、クリエイティブ・スコットランド、アーツカウンシル・ウェールズ、アーツカ
ウンシル・北アイルランドの３団体。

＊レガシートラストUKの人件費にはインターンシップが、アーツカウンシル・イングランド
の人件費にはクリエイティブ・プログラマーとインターンシップがそれぞれ含まれる。

資料：Institute of Cultural Capital「London 2012 Cultural Olympiad Evaluation Final Report」（2013年4月）および 元LOCOG文化チームのメンバーからの提供資料に基づいて作成。
1ポンド＝170円で換算

◎財源（source）別内訳
資金提供者 金額 割合 備考

主要な資金提供者
組織委員会 16.3 7.6%

アーツカウンシル・イングランド 72.7 33.8% 8.5億円はLTUKへ

ビッグ宝くじ 49.3 22.9% 全額LTUKへ
オリンピック宝くじ 28.1 13.1% 全額LOCOGへ
ロンドン市 11.6 5.4% 3.7億円はLOCOGへ

文化・メディア・スポーツ省 6.5 3.0% 全額LOCOGへ
レガシートラストUK 3.1 1.4%

ブリティッシュ・カウンシル他 0.2 0.1%

小計 187.8 87.3%

共同資金提供者
チケット収入 4.5 2.1%

各事業に直接支出

イングランド以外のアーツカウンシル（＊） 3.3 1.5%

放送局 1.9 0.9%

五輪スポンサー 3.8 1.8%

事業パートナー 3.8 1.8%

地方公共団体 1.5 0.7%

その他の公共団体 1.1 0.5%

信託基金、財団 1.5 0.7%

個人寄付 0.2 0.1%

その他 5.8 2.7%

小計 27.4 12.7%

合計 215.3 100.0%

◎分配機関（distributer）別内訳
支出機関と支出/財源内訳 金額 割合

レガシートラストUK（LTUK）の支出内訳
国・地域への助成 38.0 17.7%

全国プログラムへの助成 18.5 8.6%

管理費・人件費（＊） 4.3 2.0%

小計 60.9 28.3%

アーツカウンシル・イングランドの支出内訳
アーティスト・テイキング・ザ・リード 8.7 4.1%

フェスティバルの委嘱経費 17.9 8.3%

アンリミテッドの委嘱経費 3.9 1.8%

国・地域プログラム 1.3 0.6%

その他のカルチュラル・オリンピアード 2.9 1.3%

インスパイア・マーク・プロジェクト 22.6 10.5%

管理費・人件費（＊） 4.4 2.0%

小計 61.8 28.7%

組織委員会（LOCOG）の財源
組織委員会の自己資金 16.3 7.6%

オリンピック宝くじ 28.1 13.1%

文化・メディア・スポーツ省 6.5 3.0%

ロンドン市 3.7 1.7%

アーツカウンシル・イングランド 2.2 1.0%

レガシートラストUK 0.2 0.1%

その他 0.2 0.1%

小計 57.3 26.6%

ロンドン市 7.9 3.6%

共同資金提供者 27.4 12.7%

合計 215.3 100.0%

＊8	 その際、文化チームは文化・セレモニー・教育部局からブランド・マーケティング部局に移された。
＊9	「LOCOG,	London	2012	Festival	Official	Guide,	2012」に掲載された「Cultural	Olympiad	and	London	2012	Festival	team」。アーツカウンシル・イングランド（後述のクリエイテ

ィブ・プログラマー等を含む）や芸術監督、ロンドン市の文化部長なども含まれており、それらがひとつのチームとして取り組んでいたことがわかる。
＊10	Cultural	Olympiad	Stakeholder	group。構成メンバーは、筆頭パートナー（Premiere	Partner）の英国テレコム、英国石油、主要資金提供3団体（Principal	Funder）のアーツカウ

ンシル・イングランド、オリンピック宝くじ協会（Olympic	Lottery	Distributor）、レガシートラストUKにブリティッシュ・カウンシルを加えた6団体。
＊11	ロンドン市のみ、大会をホストする6つの区のコーディネート担当と、それ以外の地域のコーディネート担当の2名が配置された。
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＊12	この4者が資金提供をしなかった事業の予算は、組織委員会では捕捉できなかったためである。
＊13	筆頭パートナー（Premier	Partner）は英国石油と英国テレコムの2社、サポーターはBMW、ユーロスター、フレッシュフィールズ（会計事務所）、パナソニック、サムスンの5社でいずれ

もロンドン2012大会もしくはワールドワイドの大会スポンサーである。
＊14	ただし、英国テレコムがスポンサーとなったBT	Road	to	2012など、大会スポンサーが支援をした文化プログラムの中には、先に記述した主要4機関が資金提供をしていないものも

あり、それはこの中に含まれていないため、実際の金額はこれより大きいと思われる。
＊15	インスパイア・プログラムは、ボランティアや教育プログラム、文化プログラムとともに英国全土において、ロンドン2012大会により多くの人々に参加（engagement）を促すための

枠組みで、文化以外にもスポーツ、教育、持続可能性、ボランティア、ビジネスなど6分野の非営利活動が対象になっている。

る
人
々
が
、
ロ
ン
ド
ン
2
0
1
2
大
会
の
文
化
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
携
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

◎
予
算
規
模
と
財
源

ロ
ン
ド
ン
2
0
1
2
大
会
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
予
算
規
模
と
し
て
1
2
7
万
ポ
ン
ド（
約

2
1
5
億
円
）
と
い
う
数
字
が
紹
介
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
そ
れ
は
、
組
織
委
員
会
、
ア
ー
ツ
カ

ウ
ン
シ
ル
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
レ
ガ
シ
ー
ト
ラ
ス

ト
U
K
、
ロ
ン
ド
ン
市
の
い
ず
れ
か
が
資
金
を
提

供
し
た
事
業
の
み
を
対
象
と
し
た
数
字
で
（
＊
12
）、

実
際
に
は
そ
れ
を
遥
か
に
上
回
る
資
金
が
4
年
間

の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
費
や
さ
れ
た
。

ま
ず
、
イ
ン
ス
パ
イ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ア
ー

ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
も
資
金
提

供
が
行
わ
れ
た
が
、
提
案
時
点
で
運
営
資
金
が
十

分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い

た
た
め
、
大
半
の
経
費
は
2
1
5
億
円
に
は
含
ま

れ
て
い
な
い
。
ま
た
後
述
の
と
お
り
、
事
業
パ
ー

ト
ナ
ー
が
自
己
資
金
や
民
間
企
業
か
ら
の
支
援
を

支
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
方
自
治
体
や
財
団
、

基
金
な
ど
の
公
的
団
体
が
、
各
地
の
文
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
直
接
支
援
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な

い
。
そ
れ
ら
を
含
め
た
総
額
を
把
握
す
る
こ
と
は

不
可
能
だ
が
、
英
国
全
土
で
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
か

ら
4
年
間
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
膨
大
な
資
金
が

投
入
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

そ
れ
を
前
提
に
、
2
1
5
億
円
の
内
訳
に
つ

い
て
、
財
源
別
、
分
配
機
関
別
に
整
理
し
た
の
が

［
図
表
5
］で
あ
る
。
財
源
別
で
は
、
ア
ー
ツ
カ
ウ

ン
シ
ル
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
約
34
％
と
最
も
多
く
、

ビ
ッ
グ
宝
く
じ
の
23
％
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
宝
く
じ

の
13
％
、
組
織
委
員
会
の
8
％
と
続
く
。
図
表
の

と
お
り
、
そ
れ
ら
が
レ
ガ
シ
ー
ト
ラ
ス
ト
U
K
、

ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
組
織
委

員
会
を
経
由
し
て
全
国
の
事
業
に
支
出
さ
れ
た
。

共
同
資
金
提
供
者
に
は
、イ
ン
グ
ラ
ン
ド
以
外
の

3
地
域
の
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
、
大
会
ス
ポ
ン
サ
ー

（
＊
13
）、
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
、
地
方
自
治
体
、
基
金

や
財
団
、
個
人
寄
附
な
ど
が
含
ま
れ
る
が
、
そ
れ

ら
は
、
個
々
の
事
業
に
直
接
支
出
さ
れ
た
。
大
会

ス
ポ
ン
サ
ー
は
2
％
弱
と
意
外
と
少
な
い（
＊
14
）。

こ
の
よ
う
に
、
ロ
ン
ド
ン
2
0
1
2
大
会
の
文

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
予
算
は
一
元
的
に
管
理
さ
れ
た

わ
け
で
は
な
く
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
同
様
、
極
め
て
複

雑
な
構
造
と
な
っ
て
い
た
。

◎
全
国
展
開
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
可
能
に
し
た

3
つ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

ロ
ン
ド
ン
2
0
1
2
大
会
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
構
造
を
理
解
し
、
東
京
2
0
2
0
大
会
の

参
考
と
す
る
た
め
に
も
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
つ
い
て

ふ
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ロ
ン
ド
ン

2
0
1
2
大
会
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
3
種
類

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
存
在
し
た
。
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・

オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
、イ
ン
ス
パ
イ
ア
・
マ
ー
ク
、
そ

し
て
2
0
1
2
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
3
つ
で
あ

る
。
五
輪
マ
ー
ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ロ
ゴ

が
付
与
さ
れ
て
い
る
の
は
最
初
の
ひ
と
つ
の
み

で
、
後
の
2
つ
に
は
な
い
。
し
か
し
、
ど
れ
も
数

字
の
2
0
1
2
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ロ
ン
ド
ン

2
0
1
2
大
会
の
エ
ン
ブ
レ
ム
が
あ
し
ら
わ
れ
、

一
目
で
ロ
ン
ド
ン
2
0
1
2
大
会
の
事
業
だ
と
認

識
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

I
O
C
と
大
会
ス
ポ
ン
サ
ー
、
組
織
委
員
会
と
の

契
約
に
基
づ
き
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ブ
ラ
ン
ド
の
使
用
等
に
つ
い
て
厳
密
な
ル
ー
ル

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
守
り
な
が
ら
、
よ

り
多
く
の
人
々
が
主
体
的
に
ロ
ン
ド
ン
2
0
1
2

大
会
に
参
画
で
き
る
仕
組
み
を
提
供
し
た
の
が
、イ

ン
ス
パ
イ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
そ
の
マ
ー
ク
で
あ
る
。

文
化
の
分
野
を
ス
タ
ー
ト
に
、
I
O
C
と
の
度
重

な
る
折
衝
の
末
07
年
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
だ（
＊
15
）。

具
体
的
に
は
、
全
国
の
市
民
団
体
や
文
化
団

体
か
ら
提
案
を
受
け
入
れ
、
一
定
の
条
件
に
合
致

し
た
も
の
が
組
織
委
員
会
の
認
定
を
受
け
て
イ
ン

ス
パ
イ
ア
・
マ
ー
ク
の
使
用
が
認
め
ら
れ
た
。
4

年
間
で
文
化
以
外
の
分
野
も
含
め
2
7
0
0
を
超

え
る
事
業
が
実
施
さ
れ
、
英
国
民
の
6
人
に
1
人

に
相
当
す
る
1
0
0
0
万
人
が
参
加
。
そ
の
う
ち

の
25
％
が
文
化
分
野
の
参
加
だ
っ
た
（
＊
16
）。
こ

の
マ
ー
ク
は
、
市
民
主
導
の
草
の
根
的
な
文
化
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
全
国
展
開
を
支
え
る
重
要
な
ツ
ー
ル

だ
っ
た
と
言
え
る
。

そ
の
成
果
も
参
考
に
開
発
さ
れ
た
の
が
、
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
で
あ
る
。フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
事
業
を
企
画
、
実
施
し
た
文
化
施
設
や

芸
術
機
関
に
は
、
大
会
ス
ポ
ン
サ
ー
以
外
の
企
業

か
ら
支
援
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
含
ま
れ
て
い

る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ー
ク

の
な
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
ロ
ゴ
に
よ
っ
て
、
そ

う
し
た
文
化
施
設
や
芸
術
機
関
の
事
業
も
、
特
定

の
条
件
の
下
で
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た（
＊
17
）。

例
え
ば
、ロ
イ
ヤ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
・
オ
ブ
・
ア
ー

ツ
が
主
催
し
た
デ
ビ
ッ
ド
・
ホ
ッ
ク
ニ
ー
展
の
場

合
、
美
術
館
は
大
会
ス
ポ
ン
サ
ー
と
は
異
な
る
銀

行
か
ら
支
援
を
受
け
て
い
た
が
、
芸
術
監
督
と
美

術
館
の
意
向
が
合
致
し
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
事

業
の
一
つ
と
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

た
だ
し
ロ
ゴ
の
使
用
に
つ
い
て
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
設
け
ら
れ
、
大
会
ス
ポ
ン
サ
ー
以
外
の
ロ
ゴ
や

企
業
名
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
ロ
ゴ
の
間
に
一
定

の
距
離
を
保
つ
な
ど
、
厳
密
な
管
理
が
行
わ
れ
た
。

多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

大
き
な
成
果
を
残
し
た

ウ
ェ
ス
ト
・
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ

ウ
ェ
ス
ト
・
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
は
ロ
ン
ド
ン
か
ら

鉄
道
で
1
時
間
半
に
位
置
す
る
英
国
第
2
の
都
市

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
を
中
心
と
す
る
エ
リ
ア
で
、
人
口

は
約
5
5
0
万
人
。
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
都
市
圏（
人

口
約
2
3
0
万
人
）を
出
る
と
、
の
ど
か
な
田
園

地
帯
が
広
が
る
。
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
は
若
年
層
が

多
い
都
市
で
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
市
響
や
バ
ー
ミ
ン

ガ
ム
・
オ
ペ
ラ
等
が
拠
点
を
構
え
る
。

域
内
に
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
生
誕
地
ス
ト

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ド
・
ア
ポ
ン
・
エ
イ
ボ
ン
が
あ
り
、

ロ
イ
ヤ
ル
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
カ
ン
パ
ニ
ー
の
拠

点
劇
場
が
あ
る
。
世
界
初
の
鋳
鉄
製
の
ア
ー
チ
橋

ア
イ
ア
ン
ブ
リ
ッ
ジ
一
帯
の
峡
谷
は
世
界
遺
産
に

指
定
さ
れ
、カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。

◎
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
成
と
事
業
内
容

こ
の
地
域
で
実
施
さ
れ
た
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
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の
事
業
数
は
9
8
6
件
で
、
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
の

総
数
は
1
万
1
4
5
0
件
に
上
る
。
事
業
の
内
訳

は［
図
表
6
］の
と
お
り
で
、
08
年
に
始
ま
っ
た
メ

ジ
ャ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
オ
ー
プ
ン
・
ウ
ィ
ー

ク
エ
ン
ド
、イ
ン
ス
パ
イ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も

実
施
さ
れ
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
事
業
も
1
0
0

件
以
上
を
数
え
る
。
海
外
か
ら
の
招
聘
や
国
際
的

な
事
業
、
市
民
参
加
型
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
、
地
元

文
化
団
体
の
活
動
を
強
化
す
る
事
業
、
大
型
の
ス

ペ
ク
タ
ク
ル
な
ど
、
そ
の
内
容
は
多
彩
だ
。

◎
運
営
と
成
果

こ
の
地
域
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
グ
ラ

マ
ー
を
務
め
た
の
は
ポ
ー
ル
・
ケ
イ
ン
ズ
さ
ん
だ
。

元
々
文
化
関
係
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
仕
事
を
し

て
お
り
、
07
年
に
就
任
し
た
。
彼
の
ほ
か
に
レ
ガ

シ
ー
ト
ラ
ス
ト
U
K
の
担
当
2
名
、
事
業
実
績
に

関
す
る
リ
サ
ー
チ
担
当
1
名
の
計
4
名
が
文
化

チ
ー
ム
の
顔
ぶ
れ
だ
（
＊
18
）。
同
時
に
域
内
の
有
力

な
芸
術
機
関
や
文
化
施
設
の
代
表
ら
で
プ
ロ
グ
ラ

ム
委
員
会
を
設
置
し
、
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
た
。

企
画
は
、
地
域
の
特
性
を
反
映
し
、
地
域
か

ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
ち
上
げ
て
い
く
と
い
う
ア
プ

ロ
ー
チ
で
進
め
ら
れ
た
。
ビ
ジ
ョ
ン
は
次
の
3
つ

だ
。
①
世
界
的
で
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
革
新
の
歴
史
に
よ
っ
て
ウ
ェ
ス
ト
・
ミ
ッ
ド
ラ

ン
ズ
を
よ
り
よ
く
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
、
②
よ

り
多
く
の
、
今
ま
で
と
は
異
な
る
人
々
が
文
化
活

動
に
参
加
す
る
こ
と
、
③
地
元
の
文
化
セ
ク
タ
ー

が
将
来
に
備
え
、
よ
り
強
く
野
心
的
に
な
る
こ
と
。

最
初
の
1
年
間
、
ポ
ー
ル
さ
ん
は
と
に
か
く
多

く
の
人
々
と
話
を
す
る
こ
と
に
時
間
を
費
や
し

た
。
当
初
、
ロ
ン
ド
ン
2
0
1
2
大
会
そ
の
も
の

に
懐
疑
的
な
人
が
多
か
っ
た
た
め
、
メ
デ
ィ
ア
を

活
用
し
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
対
す
る
理
解
を
得
る
こ

と
も
彼
の
仕
事
だ
っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
懐
疑

的
な
ま
ま
で
は
、
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
賛
同
も

得
ら
れ
な
い
か
ら
だ
。

彼
は
、
域
内
の
文
化
団
体
や
芸
術
機
関
と
の
面

会
、
地
方
自
治
体
や
資
金
提
供
団
体
と
の
協
議
を

続
け
、
既
存
の
事
業
を
実
施
す
る
だ
け
で
な
く
、

大
胆
な
事
業
に
取
り
組
み
、
地
域
を
前
進
さ
せ
る

た
め
に
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
む
べ
き
だ
、

と
訴
え
た
。
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド

は
4
年
間
続
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
事
業
は
最
後

の
1
年
半
の
間
に
実
施
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
は
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
や
事
業
計
画
の
立
案
、
そ
し
て

地
域
内
の
実
施
体
制
の
強
化
に
注
力
し
た
。

最
初
は
、イ
ン
ス
パ
イ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
レ
ガ

シ
ー
ト
ラ
ス
ト
U
K
が
資
金
提
供
を
行
う
事
業
な

ど
に
つ
い
て
、
芸
術
団
体
や
文
化
施
設
か
ら
提
案

を
受
け
入
れ
、
そ
れ
を
組
織
委
員
会
や
レ
ガ
シ
ー

ト
ラ
ス
ト
U
K
と
調
整
す
る
よ
う
な
仕
事
が
中
心

だ
っ
た
。
し
か
し
、10
年
に
2
0
1
2
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
実
施
が
決
ま
っ
て
以
降
、
ポ
ー
ル
さ
ん
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
企
画
を

立
ち
上
げ
て
い
っ
た
。
最
初
の
年
に
数
多
く
の
団

体
や
機
関
と
対
話
を
続
け
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の

際
に
大
い
に
役
立
っ
た
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
事

業
に
つ
い
て
は
、
芸
術
監
督
の
ル
ー
ス
さ
ん
と
相

談
し
な
が
ら
内
容
を
固
め
て
い
っ
た
。

ポ
ー
ル
さ
ん
の
役
割
は
、
組
織
委
員
会
や
ア
ー

ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、レ
ガ
シ
ー
ト
ラ

ス
ト
U
K
へ
の
窓
口
で
あ
り
、
地
域
の
人
々
や
団

体
に
参
加
を
促
す
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
際
、リ
サ
ー

チ
担
当
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
。
ど

ん
な
実
績
や
成
果
が
あ
っ
た
か
を
定
期
的
に
発
表

す
る
こ
と
で
、
地
域
の
賛
同
や
資
金
的
な
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
る
の
に
有
効
だ
っ
た
か
ら
だ
。

そ
の
集
大
成
と
し
て
12
年
12
月
に
評
価
報
告
書

が
ま
と
め
ら
れ
た
。
観
客
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
や
経
済
効
果
に
つ
い
て
は［
図
表
7
］に
示

し
た
と
お
り
で
あ
る
。
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ

て
35
万
人
が
よ
り
頻
繁
に
文
化
事
業
に
参
加
す
る

よ
う
に
な
り
、
芸
術
団
体
や
文
化
施
設
の
中
に
は
、

今
ま
で
以
上
に
野
心
的
な
事
業
や
よ
り
広
い
エ
リ

ア
を
対
象
に
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ

も
あ
る
。
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
健
康
増

進
や
自
信
の
向
上
、
社
会
生
活
の
改
善
な
ど
に
効

果
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
社
会
的
リ
タ
ー
ン
は
58
億

＊16	Department	for	Culture	Media	&	Sport「2012	Games	Meta	Evaluation:	Report	5	Post-Games	Evaluation	Summary	Report」（2013年6月）およびKnight,	Kavanagh	and	
Page「London	2012	Olympic	Games	and	Paralympic	Games	Inspire	programme	legacy	survey:	United	Kingdom」（2013年2月）。

＊17	ちなみに、フェスティバルの公式ガイド（約140ページ）には五輪マークは一度も登場しない。ただし、表紙にはフェスティバルの一環として12名のアーティストに委嘱されたポスター
用の作品のうち、レイチェル・ホワイトリードの《L○nd○n	2○12》が使用されている。それは5色の輪、すなわちオリンピック五輪をモチーフにしたもので、五輪ロゴとは異なる方法
でオリンピックの事業であることをアピールしており、関係者のクリエイティブな発想や工夫が読み取れる。

＊18	West	Midlands	for	2012	Team。ほかにクリエイティブプログラマーのアシスタントとして1名のパートタイムスタッフがいた。

図表6　ウェスト・ミッドランズにおける文化プログラムの
概要

図表7　ウェスト・ミッドランズにおける文化プログラムの
成果

概要

事業数（projects） 986

イベント数（events & activities） 11,450

世界初演 77

英国初演 10

参加者数 286.2万人

域外からの参加者数（参加者数の内数） 16.5万人

プログラムの種類別事業数

Community Games 601

London 2012 Open Weekend / Handover Weekend 168

London 2012 Festival 107

Inspire Mark 88

Dancing for the Games 33

Music Nation 6

Olympic Torch Relay Evening Celebrations 4

Museums, Libraries, Archives programmes 5

New Music 20 x 12 4

Other Cultural Olympiad 3

Legacy Trust UK (national projects) 3

Film Nation 1

Artists Taking the Lead 1

参加者への主なアンケート結果

文化芸術の立地する地域としてより相応しくなった 75%

もう一度、文化施設やイベントの開催地を訪問したい 68%

事業に参加して楽しかった 95%

事業に参加して自信がついた 74%

新しい友だちができた 70%

シビックプライドが高まった 76%

経済的効果

観客の消費支出額 160.7億円

事業実施団体の支出額 30.3億円

波及効果 55.8億円

パブリシティ効果（広告費換算） 18.8億円

雇用効果（パートタイム含む） 130人

資料：Cultural Research Analyst, West Midlands Cultural Observatory「Cultural Olympiad 
in the West Midlands: An evaluation of the impact of the programme (2008-2012)」（2012年
11月）に基づいて作成
注：種類別事業件数の合計は1,024件で986件を上回っているが、２つもしくは３つのプログラ
ムに属している事業が含まれているため。

資料：Cultural Research Analyst, West Midlands Cultural Observatory「Cultural Olympiad 
in the West Midlands: An evaluation of the impact of the programme (2008-2012)」（2012年
11月）に基づいて作成
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円
に
相
当
す
る
と
い
う
興
味
深
い
結
果
も
示
さ
れ

て
い
る
。
巻
末
に
は
9
8
6
件
の
事
業
を
実
施
し

た
7
0
0
を
超
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
の
名
前
が
記
載

さ
れ
、
ま
さ
し
く
地
域
を
あ
げ
て
の
取
り
組
み

だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
＊
19
）。

ウ
ェ
ス
ト
・
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
が
レ
ガ
シ
ー
ト
ラ

ス
ト
U
K
、ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、

組
織
委
員
会
、ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
・
ウ
エ
ス
ト
・
ミ
ッ

ド
ラ
ン
ズ（
＊
20
）
か
ら
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
に

獲
得
し
た
資
金
は
約
12
億
円
、
地
元
か
ら
調
達
し

た
資
金
は
約
19
億
円（
内
公
的
団
体
が
10
億
円
）で

合
計
約
30
億
円
で
あ
る（
＊
21
）。
な
お
、
大
会
ス
ポ

ン
サ
ー
以
外
の
民
間
企
業
か
ら
も
支
援
の
申
し
入

れ
が
多
数
あ
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
ら
は
断

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
の
こ
と
だ
。

14
年
の
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
大
会
に

繋
げ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
英
国
を
構
成
す
る
4
つ
の

国
の
ひ
と
つ
で
、
14
年
の
独
立
住
民
投
票
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
政
治
や
経
済
、
文
化
で
も
独
自

の
路
線
を
歩
む
傾
向
が
強
い
。
人
口
は
5
2
0
万

人
、
面
積
は
約
8
万
㎢
。
と
も
に
北
海
道
と
ほ
ぼ

同
じ
だ
。首
都
は
エ
ジ
ン
バ
ラ
市（
48
万
人
）だ
が
、

グ
ラ
ス
ゴ
ー
市（
60
万
人
）の
大
都
市
圏
に
人
口
の

半
分
近
く
が
集
積
し
て
い
る
。

そ
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
最
大
の
特
徴
は
、
14
年
に
グ
ラ
ス
ゴ
ー
市
で
開

催
さ
れ
た
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
大
会（
以
下
、
グ
ラ

ス
ゴ
ー
2
0
1
4
大
会
）（
＊
22
）
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ

ム（
以
下
、
カ
ル
チ
ャ
ー
2
0
1
4
）へ
の
継
続
展

開
を
念
頭
に
行
わ
れ
た
こ
と
だ
。
グ
ラ
ス
ゴ
ー

2
0
1
4
大
会
の
開
催
が
決
ま
っ
た
の
は
ロ
ン
ド

ン
2
0
1
2
大
会
決
定
の
翌
年
07
年
の
11
月
。
09

年
9
月
に
は
、
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ア
ー
ツ
カ
ウ

ン
シ
ル
が
（
＊
23
）、
ロ
ン
ド
ン
2
0
1
2
大
会
と
グ

ラ
ス
ゴ
ー
2
0
1
4
大
会
の
戦
略
構
想
を
ま
と
め

て
い
る
。

◎
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
成
と
事
業
内
容

文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
直
接
的
な
委
嘱
、
公
募

の
2
つ
の
方
法
で
進
め
ら
れ
た
。
事
業
数
は
ウ
ェ

ス
ト
・
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
に
比
べ
る
と
か
な
り
少
な

い
が
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
や
グ
ラ
ス
ゴ
ー
な
ど
の
大
都

市
だ
け
で
は
な
く
、
小
さ
な
田
舎
町
、
海
岸
や

離
島
、
山
や
谷
、
河
川
な
ど
の
自
然
環
境
を
使
っ

て
多
様
な
事
業
が
行
わ
れ
た
の
が
大
き
な
特
徴

だ［
図
表
8
］。

種
類
別
に
み
る
と
、
8
つ
の
メ
ジ
ャ
ー
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
テ
イ
キ
ン
グ
・

リ
ー
ド
に
加
え
、
ア
ン
リ
ミ
テ
ッ
ド
は
全
国
の
29

件
の
う
ち
5
件
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
実
施
さ
れ

た
。
ワ
ー
ル
ド
・
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
作
品
も
含
め
、
エ
ジ
ン
バ
ラ
国
際
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
と
も
連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
行

わ
れ
た
。
レ
ガ
シ
ー
ト
ラ
ス
ト
U
K
の
地
域
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
、
件
数
は
少
な
い
も
の
の
イ
ン
ス
パ

イ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

カ
ル
チ
ャ
ー
2
0
1
4
ま
で
の
継
続
、
発
展

を
視
野
に
入
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
少
な
く
な

い
（
＊
24
）。
気
候
変
動
を
テ
ー
マ
に
12
〜
14
年
ま

で
3
年
間
行
わ
れ
たS

ea C
hange: S

cottish 
Islands P

roject

、
2
0
1
2
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

＊19	文化施設や芸術機関、市町村に加え、小中学校、高校、大学、図書館、子どもセンター、教会、ホスピス、テニスクラブ、ランニングクラブ、温泉ガイドなど多種多様な団体が名を連ね
ており、カルチュラル・オリンピアードが、専門的な芸術機関から草の根の市民団体まで極めて幅広い組織や団体によって支えられたことがわかる。

＊20	1999年に英国政府によって設立された9カ所の地域開発公社（Regional	Development	Agencies）のひとつ。2012年3月に政府の組織改正によって廃止されるまで、ウェスト・ミッ
ドランズでは文化プログラムに資金提供を行っていた。

＊21	この金額に、事業パートナーが直接支出した金額や文化チームを経由しなかったものも含まれているかどうかは不明。

77件の世界初演の中でも話題になったのがシュトックハウ
ゼンのオペラ『光から水曜』日だ。作曲家が27年間を費やし、
それぞれに曜日の名前のついた7部作のオペラ「光」のうち、
この作品だけは一部のパートを除いて全曲上演されたことが
なかった。宙に浮いたソリストの演奏、4機のヘリコプターに
弦楽奏者が乗り込んで空中で共演する“ヘリコプターの四重
奏”など、実現困難な要素が数多く含まれているためだ。
バーミンガムオペラの主催で、郊外の元工場を使って5回

の公演が行われ、世界中から観客が訪れた。この事業には
アーツカウンシル・イングランドや文化・メディア・スポーツ
省、バーミンガム市、財団や大会スポンサーが資金を提供し
たほか、オペラファンから多大な個人寄附が寄せられて実現
した。寄附活動は公演直前まで続いたという。
ワールド・シェイクスピア・フェスティバルもこの地域で開

催された大規模なプログラムだった。ロイヤル・シェイクスピ
ア・カンパニーの企画で、シェイクスピアの誕生日4月23日
にスタート。ストラットフォード・アポン・エイボンのロイヤル・
シェイクスピア劇場のほか、ロンドン、ニューカッスル／ゲー
ツヘッド、エジンバラなど全英7都市の劇場で展開された。
その一環としてロンドンのグローブ座では、37のシェイクス
ピア作品を、37カ国から招聘された劇団が37の異なる言語
で連続上演する「グローブ・トゥ・グローブ」が開催された。
このフェスティバルは120を超える団体がパートナーとな

り、プロ・アマ合わせて1万人以上のアーティストが参加。延
べ90万人以上の観客が訪れた。日本からは蜷川カンパニー
がロンドンのバービカンセンターで『シンベリン』を上演、「グ
ローブ・トゥ・グローブ」では劇団地点が招聘され『コリオレイ

ナス』を上演した。
参加型の代表例は、レガシートラストUKが地域プログラ

ムのひとつとして支援し、インスパイア・プログラムにもなっ
た「コミュニティ・ゲームズ」である。これは、小さな運動会
に文化を融合させたような地域の参加型イベントで、2009年
夏に7件のパイロット・イベントとして始まり、10年に29件、
11年に190件と急速に拡大。12年にはソーシャル・アクショ
ン・ファンドから200万ポンドの資金を獲得して全国プロジェ
クトとなり、375件が実施された。4年間で延べ601件のイベ
ントに44万人が参加。小さな町や村、自治会や職場でも気
軽に実施できるようツール・キット（手引き書）が作成され、1
件当たり平均23人のボランティアが運営を支えた。ロンドン
2012大会終了後、同じ名前の組織が設立され、現在も継続
されている。

●ウェスト・ミッドランズの特徴的な事業─“ヘリコプターの四重奏”を含むオペラ『光から水曜日』世界初演など

コミュニティ・ゲームズでは運動会とダンスイベントなどが一緒に開催された
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の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トB

ig D
ance

と
連
携
し
て

行
わ
れ
たG

et S
cotland D

ancing

、
食
を
テ
ー

マ
に
し
たC

ulture K
itchen

な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
予
算
は
約
25
億
円
だ
っ
た［
図
表
9
］。

◎
運
営
と
成
果

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ

グ
ラ
マ
ー
を
務
め
た
の
は
レ
オ
ニ
ー
・
ベ
ル
さ
ん

だ
。
就
任
は
08
年
末
、
13
人
の
中
で
最
後
で
、
ロ

ン
ド
ン
で
は
す
で
に
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
オ
リ
ン
ピ

ア
ー
ド
が
始
ま
っ
て
い
た
。
レ
オ
ニ
ー
さ
ん
が
着

任
し
た
と
き
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
ロ
ン
ド
ン

2
0
1
2
大
会
に
対
し
て
冷
淡
な
見
方
が
漂
っ
て

い
た
。
民
間
企
業
が
ス
ポ
ン
サ
ー
す
る
商
業
主
義

的
な
イ
ベ
ン
ト
だ
と
い
う
見
方
が
多
く
、
文
化
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
信
頼
も
低
か
っ
た
と
い
う
。

そ
こ
で
彼
女
は
文
化
関
係
者
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
内
の
市
町
村
の
関
係
者
に
広
く

意
見
を
聞
く
こ
と
に
し
た
。

最
初
は「
ロ
ン
ド
ン
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
た
め

に
私
た
ち
に
一
体
何
が
で
き
る
の
」と
彼
ら
に
問
い

か
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
途
中
か
ら「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
私
た
ち
の
た
め

に
何
が
で
き
る
か
」と
主
語
を
入
れ
替
え
て
相
談

す
る
よ
う
に
し
た
。
そ
れ
が
重
要
な
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
関
心

や
賛
同
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
2
0
1
2
大
会
と
グ
ラ
ス

ゴ
ー
2
0
1
4
大
会
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

て
、
次
の
3
つ
の
目
標
が
定
め
ら
れ
た
。

•
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
想
像
力
に
富
ん
だ
活
動
や

大
胆
な
発
想
を
両
大
会
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

中
心
に
位
置
づ
け
、
両
大
会
が
ス
ポ
ー
ツ
に
と

ど
ま
ら
な
い
催
し
で
あ
る
こ
と
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
創
造
性
が
世
界
ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と
を
国

内
外
に
示
す

•
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
各
地
の
市
町
村
、
森
林
や
山
、

河
川
、
海
岸
で
展
開
さ
れ
る
質
の
高
い
イ
ベ
ン
ト

や
作
品
を
、
T
V
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
含
め
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
で
体
験
で
き
る
機
会
を
あ
ら
ゆ
る

人
々
に
提
供
す
る

•
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
、
創
造
的
で
現
代
的
な
国
、

そ
し
て
芸
術
家
や
文
化
団
体
、
な
ら
び
に
彼
ら
が

国
や
地
域
で
果
た
す
役
割
を
重
視
で
き
る
国
に
位

置
づ
け
る

特
に
、ウ
ィ
ス
キ
ー
や
キ
ル
ト
、バ
グ
パ
イ
プ
と

い
う
決
ま
り
切
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
イ
メ
ー

ジ
を
払
拭
し
、
最
先
端
の
芸
術
表
現
に
取
り
組

む
革
新
的
で
創
造
的
な
地
域
だ
と
い
う
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
か
っ
た
、
と
レ
オ
ニ
ー
さ
ん
は
語
る
。

彼
女
を
含
め
10
名
強
の
メ
ン
バ
ー
で
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
内
に
文
化
チ
ー
ム

（C
reative S

cotland's L
ondon 2012 - G

las 
gow

 2014 team

）を
設
置
。
フ
ル
タ
イ
ム
は
2
〜

3
名
だ
っ
た
が
、
各
芸
術
分
野
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

や
担
当
者
な
ど
も
従
来
の
仕
事
と
掛
け
持
つ
形
で

取
り
組
ん
だ
。
彼
ら
の
経
験
や
知
識
、ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
や
実
施
に
活
か
す

た
め
だ
。
ロ
ン
ド
ン
2
0
1
2
大
会
に
対
す
る
懐

疑
的
な
意
見
に
は「
確
か
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ロ

ン
ド
ン
だ
け
の
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、

2
年
後
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
2
0
1
4
大
会
の
下
地
づ

く
り
に
利
用
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
」と
説
得
し
た

そ
う
だ
。

こ
う
し
て
、
2
つ
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
並

行
し
て
企
画
、
準
備
さ
れ
た
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け

大
規
模
で
国
際
的
な
2
つ
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

図表8　スコットランドにおける文化プログラムの概要

図表9  スコットランドにおける文化プログラムの予算（億円）

プログラム別に見た事業数
London 2012 
Festival

Artists Taking the Lead 1

Edinburgh Festivals 10

Unlimited 5

Other 14

Other 
Cultural 
Olympiad

Get Scotland Dancing 2

New Music 20x12 4

The Scottish Project (Legacy Trust UK) 4

Inspire 4

Looking towards 2014 5

Year of Creative Scotland 1

2012/2014 Commissions 1

Ceremonies & Torch Relay 2

Ceremonies & Paralympic Torch Relay 1

合計 54

活動の種類と件数（46事業が対象）
公演（回数） 992

展覧会／イベント（日数） 197

放送 3

アウトリーチ（教育、トレーニング、参加） 2,222

その他 114

合計 3,528

新作・委嘱作品（合計の内数） 198

参加アーティスト・団体数（45事業が対象）
アーティスト 3,148

　内 障がいのあるアーティスト 16

　内 新進アーティスト 567

団体数 868

観客・参加者数等（47事業が対象）
観客（有料） 204,552

観客（無料） 467,067

小  計 671,619

参加型イベントへの参加 24,008

ボランティア 1,084

小  計 25,092

合計 2,489,871

資料：University of the West of Scotland「Evaluating Scotland’s London 2012 Cultural 
Programme」（2013年12月）
注：この調査は主にLondon 2012 Festivalの行われた2012年6月～9月に実施された事業
を対象としている。

＊22	コモンウェルス大会（Commonwealth	Games）は英連邦に所属する53の国と地域が参加する総合スポーツ大会。スコットランド、イングランド、ウェールズ、北アイルランドは別のチ
ームとして参加する。

＊23	スコティッシュ・アーツカウンシルは2010年にクリエイティブ・スコットランドに改組され、現在に至る。
＊24	表のLooking	towards	2014以外にもいくつかのプロジェクトは2014までの継続、発展を視野に入れて行われた。

スコットランドのクリエイ
ティブ・プログラマーを務
めたレオニー・ベルさん
Photo:	Mitsuhiro	Yoshimoto

資 料：University of the West of Scotland「Evaluating Scotland’s London 2012 
Cultural Programme」（2013年12月）
注：主に2012年6月～9月に実施された事業が対象。その他の協力機関は、民間基金、
BBC、アーツカウンシル・イングランド、イベント・スコットランド、地方公共団体・基金、
エジンバラ・フェスティバル、スコットランド政府等。事業パートナーの支出が含まれている
かどうかは不明。

財源 金額
クリエイティブ・スコットランド 8.5

レガシートラストUK 6.5

スコットランド政府万博基金 1.7

組織委員会・オリンピック宝くじ 1.6

その他 1.6

自己資金 1.0

その他の協力機関 3.9

計 24.8
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●「ビッグ・コンサート」─ 3,000人のまちの希望となった子どもたち

スコットランドで2012フェスティバルのオープニングを飾っ
たのが「ビッグ・コンサート」だ。主催したのはシステマ・スコッ
トランド。子どもたちに楽器の演奏を教え、「ビッグ・ノイズ」
という子どもオーケストラを編成して地域の活性化に取り組む
団体だ。グラスゴー市から北東約30kmのスターリング市ラ
プロッホ地区で2007年に活動を開始。今では、生後6カ月か
ら16歳まで約500人の子どもたちを対象に、週4日11時間の
楽器教室を無料で開いている。人口3万6,000人のスターリン
グは、スコットランドで最も小規模な都市のひとつで、ラプ
ロッホ地区の住民は約3,000人、公営住宅に暮らす低所得者
層が多い。
システマ・スコットランドCEOのニコラ・キリアンさんが、
クリエイティブ・スコットランドからロンドン大会の文化プログ
ラムの話を聞いたのは10年頃。ちょうど子どもたちのオーケ
ストラをもっと大きな舞台、できれば国際的な形で披露したい
と考えていた時期だった。ベネズエラのエル・システマ出身で
国際的に活躍する指揮者グスターヴォ・ドゥダメルとシモン・
ボリバル・シンフォニー・オーケストラ（SBSO）を招聘し、子ど
もたちと共演してもらうというアイデアを思いつき、芸術監督
のルースさんに相談。フェスティバルを著名なアーティストだ
けのものにはしたくないと考えていた彼女は、その企画に興
奮気味に賛同したという。
ニコラさんは「この企画が地域の希望のシンボルとなり、小
さなコミュニティでもチャンスを掴み、自分たちを変えられる」
ということを示すものにしたかった。そしてビッグ・ノイズの
活動をラプロッホ以外の地域にも広げるきっかけにできれば、
と考えていた。クリエイティブ・スコットランドや組織委員会
のほかに、スポーツや文化イベントに資金提供を行うイベン
ト・スコットランドやスターリング市、BBCの協力も得て企画
を進め、実現にこぎ着けた。この事業の資金調達はチャリティ
団体のシステマ・スコットランドの活動とは切り離し、別会社
を設立して行ったという。
本番の6カ月前からは、プレ事業として、地区内の全小学校

で6週間のスペイン語教室、スタッフによるベネズエラやドゥダ
メルに関するトーク、ベネズエラの音楽と食を楽しむ一夜など
が開催された。ドゥダメルとオーケストラは本番の4日前から
滞在。ラプロッホ地域の小学生全員がSBSOのリハーサルを
間近で見学し、選抜された80人の子どもたちが、各々オーケス
トラメンバーの横に座り、ドゥダメルの指揮で練習した。オー
ケストラメンバーによる7回の室内楽の演奏会なども行われた。
コンサート会場はスターリング城の麓に広がる広大な広場
だ。不運にも2012フェスティバルの初日、コンサートの行わ
れた6月21日は朝から本格的な雨になった。元々雨の多いシー
ズンで、ステージには仮設の屋根を設けていたが会場は雨ざ
らしだ。万一に備え、広場の水はけの状況などを市の担当部
局に確認し、問題ないという回答をもらっていた。そうした中、
夕刻から始まった演奏会には、雨合羽やレインコートを着た
7,000人もの観客がイスや食べ物、飲み物を持参して来場し
た。ピクニック・コンサートとして案内していたからだ。
コンサートでは、まず子どもたち116人のビッグ・ノイズ・オー
ケストラがドゥダメルの指揮でヘンリー・パーセルの曲を披露、
次に38人の選抜メンバーとオーケストラ団員がベートーヴェン
の『エグモント序曲』を共演した。その後SBSOがベンジャミン・
ブリテンの『青少年のための管弦楽入門』を演奏して前半が終
了。後半は同オーケストラによるベートーヴェンの『交響曲第3

番』が演奏され、アンコールでは『ウエストサイド物語』のマン
ボに合わせ、スターリング城から花火が打ち上げられた。
結局7,000人の観客は、ほとんど全員が最後まで残ったと

いう。演奏会の様子はBBCによって全英で放映されたほか、
200カ国に配信され、数多くのメディアにも取り上げられた。
演奏会終了後、ニコラさんはTVで見たという地域住民から数
多くのメールをもらう。「演奏会を見て涙が出てきた。あの子
たちを心から誇りに思うわ」「人生で最も誇らしい瞬間だった。
だって私の娘があのステージの上にいたのよ」。
ロンドンで開かれるオリンピックの芸術祭のオープニング
が、ロイヤル・フェスティバル・ホールのような著名な会場では
なく、スコットランドの小さな貧しいまちで行われた意義は大
きい。この冒険的なアイディアが可能になったのは、地域のシ
ンボリックな存在になり得る質の高いものを目指したこと、多
くのパートナーがそれに賛同し、協力を惜しまなかったこと、
そして幸運にもドゥダメルの日程が合ったことだ、とニコラさ
んは振り返る。
人前で演奏できるまでに楽器をマスターした自信、演奏会を
成し遂げた達成感など、子どもたちにも大きな成長の機会と
なった。自分たちの演奏が地域の大人たちを元気づけたこと
が、子どもたちには何より大きかったそうだ。ラプロッホはさま
ざまな課題を抱え、メディアに取り上げられることもほとんど
ないまちだった。そんな地域に、世界中が注目するロンドン
2012大会で、小さな子どもたちが誇りや自信をもたらしたのだ。
ビッグ・コンサートはシステマ・スコットランドにも大きな一
歩となった。彼らの活動を望む地域がほかにも出てきたからだ。
13年6月にグラスゴー市ゴーバンヒル地区に新たなセンターを
開設。14年のコモンウェルス大会では、両地域の子どもたち
200人でコンサートを開催した。さらに15年1月にはアバディー
ン市トリー地区に3つ目の拠点を開設。今では3カ所で毎週
1,800人の子どもたちが通う。07年にはニコラさん1人だったス
タッフも、今では演奏指導者を含め70人が働くようになった。
イベントの内容だけでなく、それが地域にとってどんな意味
があるか、地域の人々にどのように参画してもらうかを考える
こと、そしてそれを地域に説明することが重要だ、というのが
ニコラさんのアドバイスだ。ビッグ・コンサートを企画した際、
最初はチームで手分けをして「オリンピックに合わせて開催さ
れる芸術祭で、世界的な指揮者とオーケストラがこんな小さな
まちにやって来て、地元の子どもたちと一緒に演奏するんで
す」と、1軒1軒ドアをノックして説明して回ったという。それ
はコンサートの告知だけではなく、システマ・スコットランド
の活動を地域の人々に知ってもらうことにも繋がった。
ビッグ・コンサートは、オリンピックという世界最大のスポー
ツイベントがあって初めて実現したものだ。ニコラさんは「ロン
ドン2012大会のフェスティバルに参加したことが、自分たち
の活動を発展させ、地域活性化に向けた次のステップに進め
ることに繋がった」と断言する。

「ビッグ・コンサート」の様子（指揮をするのがグスターヴォ・ドゥダメル）
写真提供：Systema	Scotland		©Marc	Marnie
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同
時
に
進
め
る
の
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
レ
オ

ニ
ー
さ
ん
は
12
年
9
月
に
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
閉

会
式
が
終
わ
っ
た
後
、
休
む
暇
も
な
く
翌
日
か
ら

カ
ル
チ
ャ
ー
2
0
1
4
の
仕
事
に
追
わ
れ
た
。

も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
転
機
は
ル
ー
ス
さ
ん
が

芸
術
監
督
に
就
任
し
た
時
だ
っ
た
、
と
レ
オ
ニ
ー

さ
ん
は
振
り
返
る
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
も
そ
れ

ま
で
は
あ
ま
り
真
剣
で
は
な
か
っ
た
が
、2
0
1
2

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
質
が
担
保
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
ビ
ジ
ョ
ン
が
ク
リ
ア
に
な
っ
た
か
ら
だ
と

い
う
。
ル
ー
ス
さ
ん
は
ロ
ン
ド
ン
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
と
ら
え
た
上
で
、
英
国
の
他
の
場
所
に
目
を

向
け
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
文
脈
や
独
自
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
尊
重
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
ロ
ン
ド
ン

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
展
開

し
、ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
な
ど
他
の
エ
リ
ア
で
は
地
域

の
主
導
で
企
画
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、
そ
れ
ま
で
通
常
で
は
実
現
で
き
な

い
よ
う
な
大
き
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
、
関
係
者
が
一

致
団
結
し
て
具
体
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
低
所
得
者

層
の
多
い
小
さ
な
町
で
世
界
的
な
注
目
を
集
め
た

「
ビ
ッ
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」が
実
現
し
、「
ス
ピ
ー
ド
・

オ
ブ
・
ラ
イ
ト
」の
よ
う
に
国
際
的
に
注
目
さ
れ
る

先
端
的
な
芸
術
表
現
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら
生

ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

レ
オ
ニ
ー
さ
ん
の
考
え
る
2
0
1
2
文
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
レ
ガ
シ
ー
は
次
の
3
つ
だ
。
作
品
や
芸

術
活
動
の
質
的
向
上
が
図
ら
れ
た
こ
と
、
芸
術
と

地
域
の
結
び
つ
き
が
深
ま
り
、
多
く
の
人
々
が
参

加
し
て
地
域
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
こ
と
、
そ

し
て
多
様
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
で
き
た

こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
社
会
に

お
け
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
大
き
い

と
い
う
。
そ
れ
は
カ
ル
チ
ャ
ー
2
0
1
4
で
さ
ら

に
進
化
し
た
（
＊
25
）。
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た

ち
が
14
年
夏
に
住
民
投
票
の
行
わ
れ
た
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
独
立
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
た
か
ら

だ
。
そ
の
結
果
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
存
在
が
広
く

知
ら
れ
、
彼
ら
が
市
民
生
活
の
中
で
重
要
な
存
在

だ
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。

ロ
ン
ド
ン
2
0
1
2
大
会
の

文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
学
ぶ
こ
と

こ
こ
ま
で
、
ロ
ン
ド
ン
2
0
1
2
大
会
文
化
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
全
体
像
と
、ウ
ェ
ス
ト
・
ミ
ッ
ド
ラ
ン

ズ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
2
つ
の
地
域
で
の
取
り

組
み
を
見
て
き
た
。
今
回
の
取
材
や
調
査
で
全
国

展
開
の
様
子
は
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
と

て
も
す
べ
て
を
知
り
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ

れ
ほ
ど
規
模
が
大
き
く
、
複
雑
な
仕
組
み
の
上
に

成
り
立
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。
最
後
に
東
京

2
0
2
0
大
会
の
参
考
と
な
り
そ
う
な
成
功
の
ポ

イ
ン
ト
や
留
意
点
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

◎
ひ
と
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
と
組
織
委
員

会
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

ま
ず
、ロ
ン
ド
ン
2
0
1
2
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
と
い
う
ひ
と
つ
の
大
き

な
ブ
ラ
ン
ド
の
下
で
、
共
通
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ

て
展
開
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。
中
に
は
独
自
の
ブ

ラ
ン
ド
を
掲
げ
た
地
域
も
あ
る
が
、
大
き
な
成
果

は
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。「
と
に
か
く
一
番

パ
ワ
フ
ル
な
ブ
ラ
ン
ド
は
ロ
ン
ド
ン
2
0
1
2
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ブ
ラ
ン
ド
を
使
う
こ
と
は
さ
ま

ざ
ま
な
難
し
い
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
が
、
そ
れ

を
乗
り
越
え
て
い
く
価
値
は
十
分
に
あ
っ
た
」と

ポ
ー
ル
さ
ん
は
力
説
す
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
組
織
委
員
会
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
ロ

ン
ド
ン
2
0
1
2
大
会
で
は
10
年
に
カ
ル
チ
ュ
ラ

ル
・
オ
リ
ン
ピ
ア
ー
ド
・
ボ
ー
ド
と
芸
術
監
督
が

設
置
さ
れ
て
組
織
委
員
会
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と

ガ
バ
ナ
ン
ス
が
よ
り
明
確
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
機

に
、
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
や
運
営
は
ス
ム
ー

ズ
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
が
複
数
の
関
係
者
の
意

見
だ
。

＊25	グラスゴー2014の文化プログラムは、ロンドン2012大会のそれと似た構造で、カルチャー2014が2013年7月にスタート、その後フェスティバル2014が14年の7月19日から8月3日
のコモンウェルス大会終了まで行われた。3,000を超える公演、3,600日を超える展覧会、5,600の教育プログラムが実施され、210万人が参加した（Creative	 Scotland	 and	
Glasgow	Life「Glasgow	2014	Cultural	Programme	Evaluation:	Overarching	Report」（2015年6月））。

スコットランドの文化プログラムで国際的に話題になったの
は、レガシートラストUKが資金提供を行った4つの大型プ
ロジェクトのひとつ「スピード・オブ・ライト」だろう。市民ラン
ナーがLEDの装着されたライト・スーツを着て、日没後、自
然や都市空間の中を走り抜け、光のパフォーマンスを演じる
ものだ。グラスゴーを活動拠点とするアート団体NVAと、照
明デザイナーや振付家とのコラボレーションにより実現。
2012年8月エジンバラ国際フェスティバルで披露され、合計
4,000人以上のランナーが参加した。NVAはレガシートラス
トUKのほか、クリエイティブ・スコットランド、エジンバラ国
際芸術祭などから2.5億円以上の資金を獲得して実現させた。

NVAは、同年11月にブリティッシュ・カウンシルの招聘で
横浜のスマートイルミネーションに参加、山下公園などで2

日間のパフォーマンスを行った。その後もマンチェスター近
郊のサルフォードやドイツ・ルール地方でも実施。ヨーク
シャーでは、リーズを拠点に活動するフェニックス・ダンス・
シアターと共同で、ゴースト・ペロトンという自転車を使った
光のパフォーマンスを披露した。それは同地で行われたツー
ル・ド・フランスのオープニングを飾るなど、NVAは最先端の
芸術表現を進化させ、国際的なカンパニーとして成長し続け
ている。
スコットランドの2カ所を含む全英8カ所の海岸に2,000

のテントを張って行われた光と音のインスタレーション「ピー
ス・キャンプ」もユニークな事業だった。夕刻になると、内部
に仕掛けられたライトでテントが暗闇に浮かび上がり、中か
らはさざ波や自然の音とともに、愛をテーマにした詩が聞こ
えてくる。朗読するのは英国を代表する女優フィオナ・ショー
や詩人たちである。作品のタイトルが示すとおり、オリンピッ
クの究極の願い“平和”がテーマとなっていた。

エジンバラ国際フェスティバルで披露された「スピード・オブ・ライト」
写真提供：NVA

●スコットランドの特徴的な事業
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◎
多
様
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

に
は
、
極
め
て
多
く
の
機
関
や
団
体
が
関
係
す
る
。

文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
同
様
だ
。
組
織
委
員
会
の
下

で
、
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
レ
ガ

シ
ー
ト
ラ
ス
ト
U
K
、
ロ
ン
ド
ン
市
な
ど
の
関
係

者
が
ひ
と
つ
の
チ
ー
ム
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
こ

と
が
、
成
功
の
最
大
要
因
だ
っ
た
。
こ
れ
は
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
関
係
者
の
共
通
し
た
見
解
だ
。

ま
た
レ
オ
ニ
ー
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
の
仕
事
で
最
も
大
変

だ
っ
た
の
は
、
関
係
先
へ
の
報
告
と
調
整
だ
っ
た

と
い
う
。
彼
女
に
は
組
織
委
員
会
、
ア
ー
ツ
カ
ウ

ン
シ
ル
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
、グ
ラ
ス

ゴ
ー
市
の
5
カ
所
に
対
す
る
報
告
義
務
が
あ
っ

た
。
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
要
望
や
優
先
事

項
が
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
そ
の
大
変
さ
は
容
易

に
想
像
で
き
る
。
異
な
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

要
望
に
応
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
意
味
の
あ
る
も
の

に
す
る
こ
と
が
彼
女
の
重
要
な
仕
事
だ
っ
た
。

個
々
の
事
業
で
も
、
分
野
や
立
場
を
超
え
た
多

様
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
形
成
さ
れ
た
。
文
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
3
0
0
0
を
超
え
る
ビ
ジ

ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
が
誕
生
し
た
と
い
う
。
重
要
な

レ
ガ
シ
ー
の
ひ
と
つ
だ
ろ
う
。

◎
全
国
展
開
と
地
域
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
は
月
に
1

回
程
度
ロ
ン
ド
ン
に
集
ま
っ
て
、
関
係
者
と
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
た
。
地
域
ご
と
に
進
捗
状

況
や
方
針
が
異
な
る
た
め
、
全
国
展
開
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
ハ
ー
ド
ル
が
あ
っ
た
と
い
う
。
国
全
体
の

考
え
方
を
優
先
す
る
か
、
地
域
の
事
情
や
ニ
ー
ズ

を
優
先
す
る
か
、
難
し
い
判
断
を
迫
ら
れ
た
。

そ
う
い
う
状
況
の
中
で
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
文
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
企
画
、
推
進
し
て
い
っ
た
。
こ
の
仕
組

み
が
機
能
し
た
の
は
、
関
係
者
間
の
信
頼
と
透
明

性
が
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
文
化
施
設
の
運
営
や

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
、
経
験
や
知
識
の
豊
富
な

人
材
が
責
任
の
あ
る
高
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
雇
わ
れ

て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
。

◎
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ
＋
草
の
根
参
加

プ
ロ
グ
ラ
ム
面
で
は
、
草
の
根
の
参
加
型
の
も

の
と
国
際
的
に
も
通
用
す
る
芸
術
性
の
高
い
も
の

の
両
方
が
必
要
だ
。
前
者
の
代
表
が
イ
ン
ス
パ
イ

ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
や「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ゲ
ー
ム
ズ
」

で
あ
り
、
後
者
の
代
表
が
オ
ペ
ラ『
光
か
ら
水
曜

日
』や「
ス
ピ
ー
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
ト
」で
あ
る
。
ロ

ン
ド
ン
2
0
1
2
大
会
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成

果
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
件
数
や
参
加
者
数
な
ど
が

紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
結

果
の
数
字
で
あ
っ
て
、
最
初
か
ら
件
数
や
参
加
者

数
の
多
さ
を
目
指
す
の
は
適
切
で
は
な
い
、
と
い

う
の
も
関
係
者
に
共
通
す
る
意
見
だ
。

「
オ
ペ
ラ『
光
か
ら
水
曜
日
』は
わ
ず
か
4
回
の
公

演
、
観
客
は
5
0
0
0
人
だ
っ
た
が
、ウ
ェ
ス
ト
・

ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
の
他
の
す
べ
て
の
イ
ベ
ン
ト
全
体

と
同
じ
ぐ
ら
い
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
。

イ
ベ
ン
ト
や
参
加
者
の
多
さ
は
重
要
で
は
な
い
」

と
ポ
ー
ル
さ
ん
も
言
う
。

◎
野
心
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

最
後
に
付
け
加
え
て
お
き
た
い
の
が
、
大
き
な

夢
を
描
く
こ
と
、
野
心
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取

り
組
む
、
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
を
実
現
す
る
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
し
か
し
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
、
ま
さ
し
く「
一
生
に
一
度
き
り
」の
機

会
と
と
ら
え
、
子
ど
も
も
大
人
も
、
生
涯
の
記
憶

に
残
る
事
業
と
す
る
た
め
に
も
、
全
国
で
行
わ
れ

る
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
役
割
は

極
め
て
大
き
い
。

「
ビ
ッ
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」を
主
催
し
た
シ
ス
テ

マ
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ニ
コ
ラ
さ
ん
は
当
初
、

“
ロ
ン
ド
ン
”と
い
う
名
前
の
つ
い
た
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
そ
れ
以
外
の
地
域
に
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の

か
疑
問
に
思
っ
て
い
た
。
で
も
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
が
ロ
ン
ド
ン
だ
け
の
も
の

で
は
な
い
こ
と
、
英
国
全
体
の
芸
術
文
化
に
も
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
自
分
の
地

域
に
も
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
こ
と
を

確
信
し
、コ
ン
サ
ー
ト
を
実
現
さ
せ
た
。

「
何
か
ア
ド
バ
イ
ス
は
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
彼

女
か
ら
は「
と
に
か
く
野
心
的
な
ア
イ
デ
ア
を
考

え
る
こ
と
、
小
さ
な
出
来
事
の
中
に
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
こ
と
」と

い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

●

東
京
2
0
2
0
大
会
ま
で
4
年
余
り
と
な
っ

た
。
組
織
委
員
会
や
文
化
庁
、
東
京
都
な
ど
で
も

文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
向
け
た
準
備
が
進
ん
で
い
る

（
資
料
編
参
照
）。
13
年
9
月
の
招
致
決
定
か
ら
既

に
2
年
半
が
経
過
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
残
さ

れ
た
時
間
は
決
し
て
長
く
な
い
。

最
近
に
な
っ
て
、
ロ
ン
ド
ン
2
0
1
2
大
会
の

複
数
の
関
係
者
が
語
っ
て
い
た
言
葉
が
実
感
を

も
っ
て
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
文
化
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
長
い
旅
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
」と
。

ど
こ
に
た
ど
り
着
く
か
わ
か
ら
な
い
誰
も
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
旅
を
、
多
く
の
関
係
者
と
共
に
、

数
々
の
変
化
や
困
難
を
乗
り
越
え
て
実
現
し
て

き
た
と
い
う
の
だ
。「
そ
の
困
難
を
も
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
」。
ロ
ン
ド
ン
市
の
文
化
部
長
ジ
ャ
ス

テ
ィ
ー
ン
・
サ
イ
モ
ン
ズ
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。

東
京
2
0
2
0
大
会
を
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

も
成
功
さ
せ
、
成
果
を
残
す
こ
と
。
私
た
ち
の

力
量
が
問
わ
れ
る
の
は
こ
れ
か
ら
だ
。

◎主要参考資料
Arts Council England and LOCOG, Reflections of the Cultural Olympiad and London 2012 Festival, 
Apr. 2013
Institute of Cultural Capital, London 2012 Cultural Olympiad Evaluation Final Report, Apr. 2013
Arts Council England, The Cultural Olympiad and London 2012 Festival in the West Midlands
Cultural Research Analyst, West Midlands Cultural Observatory, Cultural Olympiad in the West 
Midlands: An evaluation of the impact of the programme (2008-2012), Nov. 2012
The Scottish Arts Council, A Strategic Framework: London 2012 and Glasgow 2014, Sep. 2009
Creative Scotland, Learning from Scotland’s London 2012 Cultural Programme
University of the West of Scotland, Evaluating Scotland’s London 2012 Cultural Programme, Dec. 2013
ロンドン2012大会以前の文化プログラムについては、各大会のオリンピック組織委員会の公式報告
書などを参照した。

◎インタビュー・面会（2012.7～2016.1）
•ロンドン（カルチュラル・オリンピアード・ボード、ロンドン2012フェスティバル・チーム等）
Deborah Bull, Nick Dodds, Fran Hegyi, Ulrika Hogberg, Jude Kelly OBE, Ruth Mackenzie OBE, John 
Mortlock, Justine Simons and Moira Sinclair 
•ウエスト・ミッドランズ＆スコットランド（クリエイティブ・プログラマー、事業パートナー等）
Leonie Bell, Svend-Einar Brown, Lorna Duguid, Angus Farquhar, Paul Kaynes, Nicola Killean, Liz 
Thompson and Jo Walmsley



東京2020大会の文化プログラムに関する準備状況はどうなっているの
だろうか。組織委員会、文化庁、東京都について、概要を整理した。

◎組織委員会
組織委員会は2015年2月に大会開催基本計画を発表。全員が自己ベス

ト、多様性と調和、未来への継承の3つを基本コンセプトとする大会ビジョ
ンを策定し、「スポーツ・健康」「文化・教育」などの5本柱に基づいて専門委
員会を設置、検討を重ねてきた。
今年1月末にその成果を「東京2020アクション＆レガシープラン2016」の

中間報告として発表した。アクションは、16年秋から20年にかけて日本全
国で行うイベント・取り組みを整理したもの、レガシーは東京2020大会を
きっかけにその後の東京・日本そして世界に何を残していくのかをとりまと
めたものである。
文化・教育では、より多くの人々を東京2020大会に巻き込み、大会成功

の気運を醸成するという基本的な考え方を提示。文化では残すべきレガ
シーを4つに整理し、文化の祭典としてあらゆる人々が参加する東京2020
大会文化プログラム（仮称）を展開するとしている。そして、専門委員会での
意見を政府、東京都、組織委員会・その他の別に整理、公表した。
ロンドン2012大会のインスパイア・マークに相当するものとして、オリン

ピック・パラリンピックブランドの非営利目的の活用を促すマーク（第2エン
ブレム）を開発するとともに、文化プログラム等で活用可能な仕組みを構築
し、分野横断的に展開するとしている。
16年夏のリオ大会前に最終案をまとめ、秋から東京都や政府等とともに

アクションを実施する予定だ。

◎文化庁
文化庁は、2015年5月に閣議決定した「文化芸術の振興に関する基本的

な方針（第4次基本方針）」の中で、「2020年東京大会を契機とする文化プ
ログラムの全国展開」を明記した。それに先立ち、14年12月には「2020年
に向けた文化イベント等の在り方検討会」を設置。15年4月まで4回の会議
を開き、若手アーティストらから数々のユニークなアイディアが提案された。
同年7月には「文化プログラムの実施に向けた文化庁の基本構想」を取り

まとめ、「文化力プロジェクト（仮称）」を、①我が国のリーディングプロジェ
クトの推進、②国が地方公共団体、民間とタイアップした取り組みの推進、
③民間、地方公共団体主体の取り組みを支援、の3つの枠組みで実施する
としている。
「文化力プロジェクト（仮称）」には、イベント数20万件など、ロンドン
2012大会の実績を上回る3つの数値目標が設定されている。ただし、その
すべてが公式文化プログラムとして想定されているわけではない。東京

2020大会の機会を活かして“文化芸術立国”を実現するために実施するの
が「文化力プロジェクト（仮称）」で、その中に公式文化プログラムが含まれて
いるという関係だ。
残念ながら、来年度はリーディングプロジェクトの予算措置が見送られた

が、従来の補助金の枠組みの中で文化プログラムを推進する予定だ。文化
芸術による地域活性化・国際発信推進事業では、2020東京大会の文化プ
ログラムを見据えた事業が補助対象となった。英国のクリエイティブ・プロ
グラマーに相当する役割も期待される文化芸術アソシエイツの起用を念頭
に、文化施策推進体制の構築を促進する事業も創設された。これは将来の
地域アーツカウンシルへの発展を睨んだものだ。

◎東京都
2005年9月に元・石原知事が2016年大会の招致を表明して以降、東京

都は文化政策を強化してきた。翌年12月に東京芸術文化評議会を設置し、
08年に「東京文化発信プロジェクト」をスタート、12年11月にはアーツカウ
ンシル東京を設立している。
13年9月に東京2020大会の招致が決定し、14年6月には舛添知事の下

で第4期評議会が発足、「文化プログラム検討部会」を新設。それと並行し
て東京文化ビジョンの策定が進められ、15年3月に8つの文化戦略が発表
された。これは15〜25年度を対象にしたもので、東京2020大会をきっかけ
に東京を世界のどこにもない文化都市にしようという狙いが込められてい
る。ビジョン発表に合わせ100億円の芸術文化振興基金も設置された。
15年7月〜9月にかけては、部会や評議会において、文化プログラムの基

本方針等について検討を実施。12月には東京2020大会全体について、大
会後のレガシーを見据えた東京都の取り組みを発表した。文化プログラム
については評議会での検討内容を反映し、「大会を文化の祭典としても成
功させ、『世界一の文化都市東京』を実現します」として、①これまでにない
多彩で魅力的な史上最高の文化プログラムを展開、②あらゆる人が芸術文
化を享受できる社会基盤の構築、③東京のもつポテンシャルを活用し、芸
術文化の魅力を世界に発信、という取り組みの方向性を定めた。
具体的には、文化プログラムをけん引するシンボリックな事業、公募等に

よる新たな発想を取り入れた事業などが計画されている。

このほかにも、内閣府は、文化を通じた機運醸成策に関する情報共有お
よび連携等を目的として、「2020東京大会に向けた文化を通じた機運醸成
策に関する関係府省庁等連絡・連携会議」を開催。（公社）企業メセナ協議
会も、Creative	 Archipelago（創造列島）というスローガンを掲げ、東京
2020大会を見据えた民間企業の取り組みを推進しようとしている。

資料編 東京2020大会に向けた検討・準備状況

◎公益財団法人 東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会

基本的な考え方（文化・教育）
文化・教育の各種取り組みを通じて、より多くの人々を東京2020大会に巻き込み、
大会成功の機運を醸成

残すべきレガシー

文化

文化におけるアクション例

文化の祭典としてあらゆる人々が参加する
東京2020大会文化プログラム（仮称）を展開

日本文化の再認識と
継承・発展

次世代育成と
新たな文化芸術の創造

日本文化の世界への
発信と国際交流

全国でのあらゆる人の
参加・交流と地域の活性化

東京2020大会開催基本計画（2015.2） 東京2020アクション＆レガシープラン2016中間報告（2016.1）

Tokyo 2020 Vision

それぞれの分野で「ベスト」を目指し、多様な分野を「調和」させ、
次世代に「継承」する

【分野的な広がり】
スポーツ、文化、教育、テクノロジーなど

【時間的な広がり】
大会準備期間、大会期間中2020年

以降のレガシー

【地域的な広がり】
東京、日本全体、アジア・世界

スポーツ・健康

街づくり・持続可能性 経済・テクノロジー

文化・教育 復興・オールジャパン・
世界への発信

●小中学校における伝統文化・伝統芸能鑑賞体験授業の充実

●学生、若手クリエーターを対象として公募による新たな発想を取り入れた
プログラムの展開

●伝統芸能と最先端技術やポップカルチャーを融合させた新たな芸術表現の創造

●国内外のアーティストを受け入れるアーティスト・イン・レジデンス事業

●アール・ブリュットの普及推進

●文化芸術の力を活用して「街づくり」や「福祉」「教育」等の課題解決型事業の
  展開　等

広がりのある取り組みを進めるための5本の柱

を３つの基本コンセプトとし、史上最もイノベーティブで、世界に
ポジティブな改革をもたらす大会とする。

スポーツには、世界と未来を変える力がある。
1964 年の東京大会は日本を大きく変えた。2020 年の東京大会は、

「すべての人が自己ベストを目指し（全員が自己ベスト）」

「一人ひとりが互いを認め合い（多様性と調和）」

「そして、未来につなげよう（未来への継承）」

【東京オリンピック・パラリンピック競技大会】
2020年7月～9月東京で開催
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◎文化庁

◎スケジュール

◎東京都

文化プログラムの実現に向けた文化庁の基本構想（2015.7） 平成28年度の施策

「文化芸術立国」の実現のために、2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会およびラグビー
ワールドカップ2019の機会を活かすとともに、それ以降も多様な文化芸術活動の発展や、文化財の着
実な保存・活用を目指し、組織委員会、関係省庁等と連携して、2016年秋から全国津々浦々で文化プロ
グラムを推進。

文化芸術による地域活性化・国際発信推進事業

◎事業の目的
地方公共団体が実施する、地域の文化資源等を活用した計画
的な文化芸術活動や、2020東京大会の文化プログラムを見据
えた文化事業、訪日外国人が鑑賞・体験できる事業を支援し、
文化芸術による地域活性化、地域文化の国際発信、文化芸術
によるインバウンドの増加を推進
◎補助対象事業
・音楽、演劇、舞踊、美術、メディア芸術等を中心とした地域振
興のための文化事業
・2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の文化プ
ログラムを見据えた文化事業
・多言語対応等により、日本人に限らず訪日外国人も鑑賞・体
験できる文化事業

◎事業の区分
（１）文化芸術地域活性化事業
（２）創造都市事業
（３）訪日外国人対応事業
（４）新国立劇場との連携公演事業
（５）文化の力による心の復興事業
（６）地域における文化施策推進体制の構築促進事業（新設）
・2020東京大会を、スポーツのみならず文化の祭典として、日
本全国で特色ある文化活動が行われる大会にするとともに、
同大会終了後も文化芸術による地域の活性化など、その成
果が継承されるよう，全国の地方公共団体が文化事業を実
施するための文化施策推進体制の構築を促進

日本各地での文化芸術によるレガシー創出に向けた
基盤的な取り組みを推進（文化芸術プロデューサー人
材等の育成、新たな文化×産業の拠点の形成、日本文
化の再発見とその魅力の発信）

日本遺産、文化芸術による地域活性化・国際発信事
業、劇場音楽堂等活性化事業等を支援

地域の祭りをはじめ、我が国の多様な文化芸術を継
承、発展させる全国津々浦々の文化芸術に関する取り
組みを支援

趣旨

文化庁が進める取り組みの3つの枠組み

１．我が国のリーディングプロジェクトの推進
（国が主導するプロジェクト）

２．国が地方公共団体、民間とタイアップした
取り組みの推進

３．民間、地方公共団体主体の取り組みを支援

【文化庁の取り組む文化プログラム「文化力プロジェクト（仮称）」の数値目標】
・20万件のイベント・5万人のアーティスト・5000万人の参加・訪日外国人旅行者数2000万人に貢献

2016
2017 2018

2019 2020

東京都
準備期間
リーディングプロジェ
クトの推進

文化プログラムをけん引するシンボリックな事業を展開
公募等に基づきさまざまな主体の新たな発想を取り入れた事業展開を促進
海外との交流を推進し、国際的な発信力を強化（2017年～）
東京と全国各地が連携し、オールジャパンとしての魅力を向上

フェスティバル
期間（大会100
日前～）

有形・無形のレガシー
として継承
東京文化ビジョンの実現
に向け取り組みを継続

文化庁 文化プログラムに
向けた準備

スポーツ
文化
ワールド
フォーラム

全国各地での文化プログラムの展開
・国が主導するプロジェクトの検討・実施
・地方公共団体、民間とタイアップした取組の推進
・民間、地方公共団体の取組を推進
・文化芸術アソシエイツ（仮称）の活動

文化芸術立国の
実現

組織委員会 アクション&
レガシープラン2016

アクション&レガシープランに基づき、東京都・政府・経済界等とともにアクションを実施
アクションの実施状況等を踏まえプランの見直しを毎年実施
広く意見募集等

東京2020
フェスティ
バル（仮称）

A&Lレポート
2020策定

2016リオ大会 ラグビー
ワールドカップ 2020東京大会

2020年に向けた東京都の取り組み ―大会後のレガシーを見据えて―（2015.12）

大会を文化の祭典としても成功させ、「世界一の文化都市東京」を実現します

2020年に向けた取り組みの方向性

これまでにない多彩で魅力的な史上最高の文化プログラムを展開します

あらゆる人が芸術文化を享受できる社会基盤の構築を進めます

東京の持つポテンシャルを活用し、芸術文化の魅力を世界に発信します

1

2

3

主
な
取
り
組
み

文化プログラムを先導するリーディングプロジェクトを推
進するとともに、さまざまな主体が連携・参加し、これまでに
ない先進的な文化プログラムを展開します

アール・ブリュットの普及推進など、パラリンピック開催を
通じた共生社会づくりと連動し、文化の面でも世界で最もバ
リアフリーな都市として認められるよう取り組みを推進し
ます

多彩な文化拠点や最先端技術と芸術文化の融合など、東京の
ポテンシャルを最大限に活用するとともに、国際的な発信・
交流を強化します

・文化プログラムをけん引するシンボリックな事業を展開
・公募等に基づきさまざまな主体の新たな発想を取り入れた事業展開を促進
・海外との交流を推進し、国際的な発信力を強化
・東京と全国各地が連携し、オールジャパンとしての魅力を向上

・自治体、大学、福祉施設、NPO等との連携によるアール・ブリュットの普及推進や制作・
交流・展示のための拠点の形成
・学校、児童館、公民館等、地域の様々な場所において芸術文化を体験できる機会を創出
・アーツカウンシル東京によるアートNPO等への活動支援
・文化施設におけるバリアフリー化、開館時間の延長、多言語対応、無料Ｗi-Ｆi環境整備な
ど時代のニーズに即した来館者サービスの向上

・芸術文化資源の集積を一層推進して、地域の個性を生かした文化拠点を形成し、地域活
性化策や観光施策と連携した取り組みを推進
・海外の芸術文化団体や文化施設との連携による、国際的な発信・交流を強化
・テクノロジーとアートを融合させたコンペティションを実施
・キュレーターやアートディレクターなどの芸術文化を支える人材を育成

主
な
取
り
組
み

主
な
取
り
組
み
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